
ハイブリッドワーク 
スタイルで働く従業員
のためのハイブリッド
ワークプレース
あらゆる従業員の生産性を 
高める「SMART」ワーク 
プレースの構築



新しいワークスタイル 
には、新しいワーク 
プレースが必要です
人々が働く場所や働き方が長期的に見て今後どうなっていくのかという点についてはさ
まざまな見解が示されていますが、ほとんどの識者は、次の点で意見が一致していま
す。すなわち、オフィスで働く人や、週5日をオフィスで勤務する人の数は減少してい
くというのです。ただし、共用のワークプレースがなくなるというニュースは、あまり
にも誇張され過ぎています。

まず第一に、いくつかの仕事では、物理的に人間が現場にいることが必ず必要になり
ます。それは、小売業や製造業に限ったことではありません。第二に、人間はそもそ
も社会的な存在であり、また、研究の成果が示すように、人間は集団の場においてこ
そ創造性や問題解決の能力を高めることができるのです。今やテクノロジーにより、
人々が集合する場所を仮想的に作り出すことが容易になり、そのような場の効率性と
エンゲージメントは強化されています。しかし、今後数年は、共用のワークプレース
として利用される物理的場所は残り続けます。ただし、オフィスの在り方には変革が
求められるでしょう。

新型コロナウイルスの感染拡大がきっかけとなって多くの変化が生じました。しかし、
変化を促している要因は、パンデミックだけではありません。異常気象などによる地域
限定の災害や、破壊的な革新者の市場参入などによるビジネス上の脅威なども変化を促
す要因に該当します。しかし、たとえ、状況を一変する大きな出来事が起こらなかった
としても、人口構成や人々の意識が変化し、革新的なテクノロジーが登場することで、
今後数年のうちにビジネスの在り方や顧客対応の内容に大きな影響を与えるでしょう。
人々の仕事の内容と人々が働く場所が変化していくのはほぼ確実です。

しかし、ワークプレースのトランスフォーメーションに投資をすれば、変化に対する
対応力が高まり、仕事の内容や働く場所が変化しても問題なく適応できるようになり
ます。「"S " a f e（安全性）」、「"M " e r g e d（統合）」、「"A " u t oma t e d（自動化）」、

「"R"e spons i v e（即応性）」、「"T "h r i f t y（経済性）」のキーワードから構成される
「SMART」というフレームワークに従い、さまざまな企業が自社のオフィスや店舗な
どの設備を変革しています。このレポートでは、そのような企業に目を向けます。

統 計 か ら も わ
か る よ う に 、　
ワークスタイル
が従来のかたち
に戻ることはま
ず な い で し ょ
う。しかし、オ
フィスなどの共
用ワークプレー
スの観点から見
て、それは何を
意 味 す る の で
しょうか︖ 
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新型コロナウイルス
の感染拡大に伴う考
え方の変化
おそらくは、すでに何らかの研究結果を目にされているのではないか
と思います。ご自身や同僚、取引先がすでに経験されている出来事か
もしれません。そうです。新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
より柔軟性の高い働き方へとワークスタイルを移行する動きが大幅
に加速したのです。 

多くの従業員が在宅勤務により、以下のような恩恵を受けています。

•	 時間を節約できる - 渋滞に巻き込まれたり、満員の通勤電車で遅延が発生したりする
時間を無駄にすることがない

•	 ワークライフバランスの質が向上 -  たとえば、家族と過ごす時間を増やすこと
ができるようになった

•	 より快適でより生産性の高い環境が実現 - たとえば、自宅の庭に専用の仕事場を設
けられるようになった

一定レベルのリモートワークは維持したいと望んでいる従業員の数は少なくありませ
ん。しかし、ほとんどの従業員が、人と人との直接のやり取りや、オフィスに従業員が
集うことで実現するコラボレーションのメリットは手放したくないと考えています。な
お、リモートワークを経験した従業員の約10人に7人（69%）が、今後1年間は、少なく
とも週に1日から2日はオフィスから離れて仕事をしたいと望んでいます1。

『どこで』働く
かということよ
りも『どのよう
に』働くかとい
うことのほうが
はるかに重要で
あると、昨年、
私たちの多くが
学びました」
Joe Garner氏、.
チーフエグゼクティブ、
Nationwide3
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フルタイムでのオフィス勤務を望んでいる従業員は4分の1強に過ぎない
ほぼ対人 ほとんどリモート リモートのみ対人のみ

1～2日はリモート 1～2日は対人 対人はめったにないリモートはめったにない

26% 30% 18% 26%

図1: 今から1年間のワークライフバランスを考慮したときに、今後どのような形態の働き方を希望しますか。
調査対象者：現在就労中の従業員。何の回答も示さなかった従業員は数字から除外2

つまり、多くの組織では、物理的なワークプレースは依然として重要な役割を果たして
いるのです。しかし一方で、これらの設備には、変革とスピードが求められています。
先見性のある企業は、柔軟なワークスタイルや新たなワークプレースの機能を取り入れ
ています。変化に適応できない組織は、このような競合他社のとの競争で不利な立場に
立たされることになるでしょう。 

これは、決して人騒がせな警鐘などではありません。多くの従業員が同じようなことを
心配しています。2021年にEYが実施したWork Reimagined Employee Surveyによれば、
10人中9人の従業員が、働く場所や時間を柔軟に選びたいと望んでいると言います。ま
た、働き方を選択できるようになった従業員のうち、半数を超える従業員（54%）が働
く時間の自由を、また、40%が働く場所の自由をそれぞれ選択しています。さらに、よ
り柔軟な働き方への移行を求める従業員は、ミレニアル世代のほうがベビーブーマー世
代よりも2倍多くなっています4。

一方、ベライゾン独自の調査によれば、何らかの時点で在宅勤務を経験した従業員の約
半数は、今後、リモート/ハイブリッドの勤務形態を選択できなくなった場合に転職を考
えていることが示されました。

従業員の半数は新しい勤め先を探し始めている可能性がある
どちらでもないあてはまる

あてはまる わからない まったくあてはまらない非常にあてはまる

あてはまらない

あてはまらない

21% 29% 10% 21%18%

図2:  パンデミック収束後にリモートやハイブリッドの勤務形態を選択できなくなった場合に転職を考えてい
る。調査対象者：リモートワークを経験したことのある従業員5。

従業員の定着率を左右する要素としてワークプレースが大きな役割を果たしている
のならば、まず取り組むべきことは優先順位付けにほかなりません。しかし、慌て
る必要はありません。ワークプレースの評価には、それほど大きな手間もコスト
もかからないのです。

トランスフォーメーションを成功に導き、さらに俊敏性を高めていくために必
要な3つの主要なステップについて、このレポートでは概要をご説明します。

1
合意
主要な目標について
合意

2
評価
可能性の評価

3
アクション
見直しと改善

新たなスタイル
の働き方がパン
デミック収束後
にも存続するよ
う、大切に扱っ
ていきたいと考
えています。今
のうちから意識
して計画を立て
ておかないと、
経済活動が勢い
を取り戻したと
きに、この新し
いワークスタイ
ルの最も優れた
要素が失われて
しまうおそれが
あります」
Kevin Ellis氏、.
会長兼シニアパートナー、.
PwC6 
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1. 主要な目標について
合意
どの組織にも、特定のビジネスプロセスがあり、既存の能力やニーズが存在します。主
要な目的の概略をつかみ、組織と従業員の双方にとってリスクとなる要素を評価するこ
とが、オフィス施設などの不動産のトランスフォーメーションを成功させるためには、
最初のステップとして欠かせません。 

生産性や従業員の安全の向上、ポジティブ思考のカルチャーの醸成などにおいて、組織
は新たな課題に直面しており、その内容は多様化しています。これらは、ワークプレー
スの刷新において特に重視すべき重要な領域の一部に関係するものです。

安全性を向上
オフィスなどのオンサイト環境で業務を行う場合には、どの組織にも常に、従業員や来
訪者の安全を確保する義務があります。しかし最近発生した数々の出来事により、私た
ちの交流の方法が変わり、また、さまざまな期待も高まっているのです。 

過去においては、ミーティングルームやワークスペース、食堂などに人が多く集まって
いる状態に眉をひそめる人はいませんでした。そのように人が集まるのは活気に満ち
た環境の証であると、好ましく捉えられてすらいたのです。しかし現在では、人が密に
なっているのは健康を脅かす危険な状態であると、大きく懸念されています。 

一方で、従業員は、自社の経営者や訪問先企業の経営者に、ビジネス環境の安全性が確
保されていることを明確にして欲しいと期待しています。つまりは、標識を設置した
り、手指を消毒をするためのエリアを設けたりするだけでは事足りません。企業は個々
の場所の利用方法を変更する必要があるのです。従業員の行動を変えるときには、常に
困難がつきまといますが、テクノロジーを活用すれば、業務に支障を与えずに、コスト
効率に優れた信頼性の高い方法で安全性を高めることができます。
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従業員の満足度を高める
リモートワークのおかげで多くの従業員がワークライフバランスの質を高められるよう
になりました。その結果、以前のような働き方に戻るのを嫌がる従業員が数多く出てく
るものと予想されます。この場合、「ハイブリッドの働き方」が多くの従業員にとって
はるかに望ましい選択肢となるでしょう。 

自宅に子供がいる従業員ほどオフィスでの勤務に戻りたがっている傾向がある
子供のいない従業員

18歳未満の子供がいる従業員

ほぼ対人 ほとんどリモート リモートのみ対人のみ

1～2日はリモート 1～2日は対人 対人はめったにないリモートはめったにない

24% 22% 20% 34%

29% 37% 18% 15%

図3: 今から1年間のワークライフバランスを考慮したときに、今後どのような形態の働き方を希望し
ますか。調査対象者：リモートワークを経験したことのある従業員。何の回答も示さなかった従業
員は数字から除外7。

通常とは異なる時間帯や在宅で働く従業員の数が少なかった頃、これらの従業員は、ビ
ジネス上の目的を達成するにあたってマネージャーやチームから調整を求められるの
が普通でした。しかし、ロックダウンが始まると、そのような従業員は少数派ではなく
なり、多くの企業で従業員のほとんどがそういった働き方をするようになりました。
そして、その結果、企業は生産性を維持するために業務の進め方を変更しなければな
らなくなったのです。

そしてもう1つ同様に重要なことがあります。企業は、少なくとも従業員の健康を真剣
に考えている企業は、従業員のメンタルヘルスや士気、モチベーションに生じる影響を
考慮せざるを得なくなっています。この点で、多くの企業、多くのリーダーの対応は称
賛に値します。新入社員からCEOに至るあらゆる従業員が新型コロナウイルスの影響を
受けているなかで、チームの生産性や満足度を維持しようとさまざまな知恵が絞られ、
多くの取り組みが行われてきたのです。

ベライゾンがフィナンシャル・タイムズの子会社、Longitudeに委託した調査によれ
ば、従業員のウェルビーイングを高めることが今後ますます重要になっていくと、
パイオニア企業の75%、あるいは、高い業績を上げている企業の上位20%が考え
ていると言います8。

当然のことながら、先見の明がある企業では、ウェルビーイングの優先度が一気に上が
りました。どの業種でも、優秀な人材を採用して社内にとどめておくためには、従業員
中心の経営が行われていることを経営者は示す必要があります。

生産性を向上
長期的な観点から企業のサステナビリティ（持続可能性）を考えた場合、適切なインフ
ラストラクチャを保有していることが重要になります。新型コロナウイルスの感染拡大
によって生じたさまざまな出来事が、このことを裏付けています。俊敏性の高いインフ
ラストラクチャを保有している企業は、状況の変化にすばやく対応する能力があったた
め、事業や顧客サービスを維持することができました。

オフィスでの業務を再開するにあたって組織が直面している特に大きな課題の1つは、
オンサイトの業務環境とリモートの業務環境の統合の問題です。従業員の生産性を高
め、オンサイトとリモートの業務環境を従業員がシームレスに移動できるようにするこ
とが、コラボレーションの強化や将来の成功において不可欠になるでしょう。

人に投資する
2020年に起こったさまざまな出来事は、ポジティブ思考のカルチャーを育むうえで重要
な意味を持っています。重要なことは、従業員が安全で快適に仕事のできる生産性の高
い業務環境を作り出すことです。そのような環境は、効率的な事業運営のためだけでな
く、従業員同士がつながりを強化し、従業員のロイヤリティを高め、将来にわたって新
たな人材を採用するうえでもきわめて重要です。

27%
4 分 の 1 を 超 え
る従業員がメン
タルヘルスの悪
化を訴えていま
す。
ベライゾンおよびMorning 
Consult10

81%
5 分 の 4 を 超 え
る 回 答 者 が 、
「 生 産 性 が 維
持 さ れ て い る
（ 5 8 % ） 」 、
あるいは「生産
性 が 向 上 し た
（23%）」と述
べています。
ベライゾンおよびMorning 
Consult11 

オフィスで週に
5日働くワーク
スタイルはもは
や完全に時代遅
れとなっていま
す。そのような
働き方に戻るこ
とは絶対にない
でしょう」
Alan Jope氏、CEO、
Unilever9
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サステナビリティを強化
ワークプレースの変革に成功すれば、サステナビリティを強化できる可能性が大いに高
まります。環境への影響を抑制するべく、ベライゾンはこれまでに数多くの大胆な取
り組みを行ってきました。事業におけるCO2の排出量を2035年までに実質ゼロにする
施策や、600百万本の木を植樹する事業もその1つです。詳細は、ベライゾンのESGレ
ポートをご覧ください。

サステナビリティを強化する取り組みは、それ自体が企業に求められる必須の事柄であ
るばかりでなく、ビジネスの観点からも意味があります。環境への企業の貢献度に消費
者が注目し始めているという事実があることに加え、廃棄物やCO2の排出量を削減でき
れば、コストが抑制され、レジリエンス（回復力）が高まるのです。

Citizen Verizon
2020年は、これまでにない1年となりました。さまざまな障害が発生したため
に、人と人とのつながりを維持するうえで働き方やコミュニケーションの方法、
事業の進め方を変更せざるを得なくなりましたが、ベライゾンは何とか、この状
況を切り抜けてきました。ベライゾンは新型コロナウイルスの感染拡大の当初よ
り、断固たる意志で迅速に以下の実現に向けた対策を講じています。
•	 従業員の健康と安全を守る
•	 顧客やコミュニティにおけるつながりを維持する
•	 予想外の需要の発生に対応できるようネットワークを強化する
•	 グローバルレベルで、従業員、サプライヤー、パートナーとのコミュニ

ケーションを推進する 
このパンデミックの苦境を乗り切るには、すべてのコミュニティにおける経済、
環境、社会の状態がパンデミック以前のレベルを上回るようにできる回復を確実
に実現しなければなりません。Citizen Verizonは、経済面、環境面、社会面の発
展を目指し、ベライゾンの責任で立案されたビジネスプランです。このプランで
は、デジタルデバイド（情報格差）、気候変動、人類の繁栄という、現代の社会
における喫緊の課題を解決するための取り組みを強化しています。

働き方の未来がワークプレースに関して意味する事柄8

https://www.verizon.com/about/sites/default/files/esg-report/2020/index.html
https://www.verizon.com/about/sites/default/files/esg-report/2020/index.html


2. 可能性の評価
オフィスや店舗、工場設備という枠組みを超え、不動産は、従業員が集う場所としての
役割も果たしています。不動産は、創造、労働、相互連携のための場として機能しま
す。自社のワークプレースがどのような状態にあり、どこを置き換え、作り替え、強化
する必要があるのかをどの組織も客観的に把握する必要があります。 

「SMART」の観点でワークプレースを評価する
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安全性
おそらく過去においては、ミーティングルームにいた人の数や廊下や共
用スペースで出会った人の数を気に掛けることなど絶対になかったはず
です。それどころか、ワークプレースの多くは、できるだけ多くの人を
収容できるように最適化されていました。

しかし今後は、ソーシャルディスタンスを維持したり、従業員が不快な状態や危険な状
態に置かれないようにしたりするために、人の流れを管理することが不可欠になるで
しょう。このような場合、ワークプレースに来る前に従業員が場所の選択や予約のでき
るシンプルな予約システムを活用すれば、管理性を高められます。一度に大勢の人間が
集まるのを防ぐことができるだけでなく、訪れる場所や必要な手続きを従業員が正確
に把握できるようになります。この結果、何も作業ができない状態の時間が減り、生
産性を高められます。

また、訪問者の情報を詳細に記録することは、以前より行われてきましたが、その重要
性がこれまで以上に高くなっています。オンラインの仕組みや顔認識を利用すれば、最
小の管理ですべての訪問者の情報を確実に記録できます。 

多くの従業員が在宅勤務の時間を増やしたいと望む一方、常時ではないながら、オフィ
スで安全に仕事がしたいと望む声もあります。多くの企業が、「出社日割り当て」の
ポリシーを導入し始めていますが、この仕組みは柔軟性に欠けており、生産性を損なう
おそれがあります。駐車スペースやミーティングルームなどのリソースの予約でスマー
ト予約システムを活用すれば、柔軟性を維持しながら、利用者の数を安全なレベルに保
つことができます。 

アドバイス
コミュニケーションやオフィスでの業務を再開するときに、安全とセ
キュリティが維持できる管理された手法を適用しましょう。
•	 従業員がワークスペースや駐車スペースを事前予約できるようにする
•	 設備のチェックインやオフィスへの入出許可をタッチレスで処理する

システムで、従業員が物に接触する機会を減らす
•	 操作の容易なナビゲーションツールやリソース予約ツールで、人と人

との不要な接触を減らす
•	 密を動画分析で検知する
•	 仮想の火災訓練や3Dナビゲーションを実施し、不測の事態に備える
•	 在宅勤務のための安全な作業環境を整えられるよう、従業員に

アドバイスを提供する
•	 従業員がリソースを事前に予約できるようにして、出社時の生産性を

高められるようにする
•	 デスク回りを整頓し、数分間のストレッチを奨励するリマインダー

で、全従業員が健康で安心して働くことに気を遣うように促す
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統合
在宅勤務が増えると生産性に悪影響が生じるのではないかとこれまで多
くの人たちが懸念してきましたが、ほとんどの企業ではそのような影響
は生じていないと、意見が一致しています。 

ワークスタイルの好みは千差万別ながら、今後主流になるのはハイブリッドのワークス
タイルです。オフィスと在宅勤務モデルからそれぞれの長所を取り入れ、生産性を維持
し、さらには高められるよう、企業は努力する必要があります。これが実現できれば、
従業員は場所を問わず、容易かつ効率的なコラボレーションが可能になります。

ミーティングルームに空きがなかったり、在宅勤務の従業員がオフィスにいる従業員と
コミュニケーションが取れなかったりする状況は、人の苛立ちを誘うだけでなく、生産
性に深刻な悪影響を及ぼし、従業員の欲求不満の原因となるおそれがあります。自身の
組織は、新しいワークモデルを導入できる能力や俊敏性が欠けているのではないかと、
従業員が疑念を抱く可能性もあります。

幸いなことに、問題はテクノロジーで解決できます。仮想現実（VR）や拡張現実
（AR）などを活用した新しい、だれもが参加できるミーティング手法を活用すれ
ば、在宅と共用ワークスペースの環境を統合できます。このようなテクノロジーを
導入する準備が整っていない場合には、スマートルームや共有ホワイトボードを利
用する方法が考えられます。これらは導入が容易でありながら、同じく大きなメ
リットを期待できます。

60%
新型コロナウイ
ルスの感染拡大
に伴うロックダ
ウンの期間、リ
モートで働いて
いた従業員の生
産性は、オフィ
スで勤務してい
た従業員と同等
もしくはそれ以
上であったと、5
分の3の組織が回
答しています。
Verizon Mobile Security 
Index 202112 
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一方、デジタルサイネージやデジタルキオスクを導入すれば、従業員はワークプレー
ス内をすばやく移動できるようなり、必要もなく人が密集するのを避けられます。ま
た、ミーティングルームなどのリソースがどこにあるのかもすぐに把握できるので、
リソースを探し求めて時間を無駄にすることがありません。部屋の予約状況を確認す
るのではなく、これらのシステムは部屋の実際の利用状況をセンサーで把握している
ため、従来のミーティングルーム予約システムよりもはるかに役立ちます。また、同
じセンサーで室内の人の密集度も追跡し、部屋の中が密になったときにアラートを
出すことができます。

これまでのような頻度で顧客を訪問したり、顧客と対面でミーティングをしたりするこ
とはもはやないでしょう。しかし、そういったことがまったくなくなるわけではありま
せん。顧客のオフィスでの会議に参加する誰もがすぐに現地の事情を把握できるとは限
りません。在宅で勤務していたり、定期的に出張したりしている人の場合はなおさらで
す。ミーティングの参加者には事前に概要を伝え、前提となる情報やオフィスで必要な
手続き、守るべき事柄を確認してもらうようにします。

アドバイス
物理的ワークプレースとデジタルワークプレースを従業員がシームレス
に移動できるようにしましょう。

•	 不定期にオフィスで勤務する従業員がオフィスに出社したときに不便
を感じないよう、使いやすいナビゲーションアプリを用意する

•	 最 も 近 くに あ る 、フリー デ ス ク な ど の 主 要 な リソ ー ス の 位
置を示せるようにする

•	 質問に回答するコミュニティチャットボットを用意する
•	 ミーティングルームや電話ブースを簡単に予約できるようにする 
•	 スマートミーティングルームやスマートホワイトボードを活用し、お

互いが同じ場所にいるような感覚で、オフィスとリモート環境間のコ
ラボレーションができるようにする

•	 音 声 認 識 などの 高 度 な 機 能 に 対 応 するコラ ボレ ー ションソ
リューションを導入する

•	 コラボレーション環境の質を高められるよう、専用のビデオ会議ター
ミナルの使用を検討する

•	 フォーマルな形式のミーティングばかりでなく、仕事以外のリクリ
エーション活動にも在宅勤務の従業員が参加できるようにする
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自動化
適切なテクノロジーを導入すれば、ワークプレースの安全とコラボレー
ションの能力が強化されるだけでなく、仕事の負荷も軽減されます。 

たとえば、メンテナンス管理作業に労力をかける必要がなくなります。共用スペースを
清掃する場合は、スマートクリーニング機能をセンサーでスケジューリング、管理す
ればよいのです。デスクが使用中の場合、センサーはその情報をすぐに記録し、その時
点以降、デスクが予約できないようにして、クリーニングが必要である旨をメッセージ
で従業員に伝えます。

また、人工知能（AI）と機械学習（ML）を導入すれば、新たな仕事を増やすことなく監
視の能力を強化できます。さらに、これまでのセキュリティシステムに代わるシステム
として顔認識がありますが、このシステムを利用すれば、認証で物理的な接触が不要に
なり、パスワードの盗難や共連れ（立ち入りが制限されている区域に、権限のない人間
が権限のある人間の立ち入りに乗じて侵入する行為）のリスクを回避できます。

在宅勤務とオフィス勤務する従業員とのコミュニケーションを活性化し、リソースの予
約機能を予定表アプリケーションやコラボレーションツールと連携させれば、すべての
従業員がリソースの空き状況を把握できるようになります。この仕組みによって、在宅
勤務の従業員も重要なミーティングは対面で実施するようになるため、コラボレーショ
ンが活性化されます。会議スペースは前もって予約するので安全に会議ができます。ま
た、在宅勤務の従業員であるかオフィスで勤務する従業員であるかにかかわらず、従業
員の健康を考慮して全従業員にメッセージを送り、ワークステーションを清潔に保ち、
適度にストレッチしたり水分を補給するように注意喚起します。

アドバイス
自動化を利用して、従業員の生産性と資産の利用効率を高めましょう。

•	 リソースの占有状況やフローを追跡する
•	 密が発生しているときにアラートを出す
•	 設備の利用状況に応じて、簡単で効率よいクリーニングをスケ

ジュール設定し、実施する
•	 データをキャプチャし、エクスペリエンスや利用効率の向上に役立てる　　　　　　　　　　　　
•	 フローを視覚化し、将来の改善に向けたプランの策定に役立てる
•	 利用できるスペースがあるときにその旨を従業員に知らせ、従業員が

デスクを事前に予約できるようにする
•	 リソースの予約機能を予定表のアプリケーションやコラボレーション

のアプリケーションと統合し、従業員どうしのコミュニケーションと
Slack経由でのミーティングルームの予約を促す
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即応性
短期的には、センサーや動画分析の機能で従業員の行動やスペースの利
用状況を監視すれば、従業員の安全を確保できます。また、このような
監視をすることで、長期的には、スペースの利用効率を高められます。

カメラやセンサーで収集した情報を活用すれば、利用されているスペースと利用されて
いないスペースを明確に把握できます。たとえば、ホットスポットや密が発生している
ポイント、「ノット」スポット（利用率の低いエリア）を特定し、対策を講じることが
できます。この結果、オフィス施設をより効率的に管理できるようになり、将来のニー
ズを見据えたプランの策定が可能になります。

テクノロジーは、複数の異なる役割をサポートできる多目的スペースの構築にも役立ち
ます。このようなスペースは柔軟性を強化するのに貢献しており、柔軟性が高まれば、
スペース自体の利用率も向上します。また、在宅勤務においては、働き方のパターンを
特定したり、新しいポリシーを策定したり、仕事の内容に合わせてワークプレースの状
況を調整したりできます。さらにスペースを24時間365日利用可能にすれば、従業員は
自らのニーズに合わせてオフィス施設の環境を使用できるようになります。また、機能
を自動化すれば、スペースの安全な利用が可能です。 

アドバイス
需 要 の 変 化 や 将 来 の 難 局 に対 応できるようワークプレ ースの 適
応力を高めましょう。

•	 リソースの利用状況を追跡およびレポートし、十分に利用されていな
いリソースを特定すると共に、その転用の可能性を探る 

•	 エネルギー効率を高め、再生可能なリソースの利用を推進する
•	 共 有 資 産 へ の 転 用 なども 視 野 に 入 れ て、資 産 の 利 用 形 態 を

変更できるようにする
•	 24時間365日利用可能なワークプレースを実現し、従業員が自らのニー

ズに合わせてオフィス施設の環境を使用できるようにする
•	 場所を選ばず利用できる複数のコミュニケーション手法で従業員のコ

ラボレーションを促す

81%
さまざま緊急事
態にすばやく対
応できるよう柔
軟性を高めるこ
とが、設備や建
物への投資にお
いて「非常に重
要な」、あるい
は「きわめて重
要な」要因にな
ると、5分の4の
回答者が述べて
います。
Johnson Controls13 
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経済性
新型コロナウイルスの感染が拡大する前よりも、在宅勤務を選択する従
業員の数や、従業員が在宅で働く時間は今後増えると予想されます。つ
まりは、オフィス環境で働く従業員の数が減少する時間帯が出てくるわ
けで、そうなると、暖房や照明などのエネルギーの利用に大きなニーズ
の変化が生じる可能性があります。

図4: ベライゾンによる、デジタルツインの構築例

KPMGによる調査、「Real Estate in the New Reality」によると、新型コロナウイルス
の感染拡大の影響で、サステナビリティに優れる環境に配慮した建物のテナント需要
が大幅に増加したのは間違いないと、不動産分野の専門家の大部分（83%）が考えて
いると言います14。

スマートセンサーは、無駄を減らし、コスト削減の機会を特定するうえで役立ちます。
スマートセンサーで収集したデータは、デジタルツインという緻密な3Dモデルを構築す
るのに役立ちます。デジタルツインは、複雑なWhat-If分析を実行できるので、建物の性
能を把握するためのテストを実施したり、計画している変更作業の影響をモデル化した
りするのに役立ちます。

アドバイス
現在と将来において、リソースの利用率を高め、コストパフォーマンス
を強化しましょう 。
•	 暖 房 や 照 明 など の ユ ー ティリティを 容 易 に き め 細 かく管 理

してコストを抑制する
•	 省エネルギーのルールを自動化する
•	 リソースの利用者の数や利用状況を追跡し、十分に利用されて

いない資産を特定する
•	 新しいユースケースについては3Dデジタルツインを作成してテストを

行い、それが完了してから投資を実施し、代替のユースケースを評価
してリスクを低減する

•	 会議システムと通話システムを統合する。これにより、従業員の満足
度が向上し、コストが削減される

•	 コストのかかるVPNをより柔軟性の高いSD WANに変える
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3. アクション、 
見直しと改善
目標や方法を決めても、それで何かが達成できるわけではありません。
ワークプレースのトランスフォーメーションでは、他のトランスフォー
メーションと同じく、プランニングと導入に大きな労力をかける必要
があります。導入がすべて完了し、スムーズな運用ができている場合
でも、それでプロジェクトが終わったわけではありません。トランス
フォーメーションの効果を高められるよう、俊敏性を強化し、新たな機
会を捉えられるようにすることが重要です。そしてそのためには、常に
改善を追及する姿勢が欠かせません。 
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アクション
インテリジェントなシステムを実現するには、システムの統合が欠かせません。スマー
トルームシステムや顔認証のアクセス管理システムを導入する場合、カメラやセンサー
以外にも重要な要素があります。これらのシステムでは、物理的なセキュリティシステ
ムや人事記録を扱うシステムをはじめとする、さまざまな既存のビジネスシステムとの
連携が必要になります。インターフェイスや認証の要件が異なる互換性のないシステム
を新たに多数追加する必要はありません。また、デジタルツインを構築する際には、大
量のデータの集合である「データレイク」が必要になりますが、この場合、発生したす
べてのデータをすばやく体系的に集約することが求められます。 

さらに、統合コミュニケーション/コラボレーションソリューションの導入では、適切に
作業を実施するうえで、幅広い領域のスキルが欠かせません。そのようなスキルのもと
で適切な導入を実施することが重要になります。信頼性に問題があったり、利用するの
に手間がかかったりするシステムは、ユーザから不評を買うおそれがあります。それが
既存のソリューションをリプレースしている場合はなおさらです。クラウドへと移行す
るソリューションが増える一方で、PBXやルームシステムをはじめとするオフィス施設
内のハードウェアについても移行が検討されるようになるのは当然であると言えます。
そうなると、移行のハードルはずっと高くなります。

人は変化を嫌がるものです。それを否定する人もいるかもしれませんが、日々使用して
きたシステムの話になると事情は変わってきます。たとえば、新しいアプリケーション
を導入しようとしたとすると、人はそのアプリケーションが既存のものよりも著しく優
れたものであることを要求します。新しいソリューションがコラボレーションソリュー
ションの場合、そのソリューションが、入れ替えようとしているレガシーのアプリケー
ションと競合することはありません。しかし導入しようとしている新しいシステムが、
従業員がプライベートで使用しているコンシューマーアプリケーションと比較される
ことは避けられません。これらのコンシューマーアプリケーションは多くの場合、許
可を得ずに業務でも使用されているのです。そのため、変更管理の実効性を高めるこ
とも重要になります。

見直しと改善
新型コロナウイルスへの対応のため、企業では、多くの点で業務の進め方をすばやく
変更しなければならなくなりました。手指消毒液のディスペンサーや仕切り用の透
明アクリル板、フロアステッカーは売上が爆発的に伸びました。このような変更は
その多くがどれも不可欠ですが、これらは目の前の問題に対処するための短期的な
対策に過ぎません。 

一方、ワークプレースのトランスフォーメーションでは、差し迫った問題の対処は念頭
に置いておらず、将来の変更に対処できるより適応性の高いワークプレースの構築を重
視しています。建物に人が入る際の検温はすぐに必要なくなると予想されますが、その
現場やモデリングで使用した、カメラやインフラストラクチャのノウハウは、今後何年
も別の用途で活かすことができるでしょう。 

重要なことは、人口構成や消費者の嗜好、競合状況の変化によって生じるいかなる事態
にも対応できるよう、パートナーを選定し、テクノロジーを導入し、プランを策定する
ことにほかなりません。ワークプレースのパフォーマンスを定期的に見直し、必要に応
じて改善を行えば、既存の投資を最大限に活用できます。このような関係は、在宅勤務
のどの従業員にも一律に当てはまるわけではありませんが、これらの従業員のパフォー
マンスは必ず評価し、より安全でより生産性の高いワークプレースの構築に向け、何か
改善できることがないか判断する必要があります。 

スマートセンサーや動画分析の機能でほぼリアルにデータを収集し、それらのデータを
活用すれば、この評価プロセスで大きな効果を期待できます。そしてその結果、自社の
オフィス施設とその利用状況をきめ細かく把握できるようになります。また、オフィス
施設で意図している効果が得られていないときは、それが発生している箇所を特定し、
すばやく問題を修正できます。聞き伝えで得た情報や直感によらず、データに基づき判
断がなされているかどうか、確実に知ることができるのです。

64%
約3分の2の従業
員が、オフィス
におけるテクノ
ロジーが強化さ
れることを望ん
でいると述べて
います。
EYによる調査、2021年5月15
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まとめ
ワークスタイルが変化すると言っても、それは単なる一過性の流行に
過ぎないのではないかと考える向きもあるかもしれません。働き方の
パターンに変化が生じるとの予測が過去数年にわたって何度も繰り返
されてきたのは事実です。しかし今回はいくつかの点でこれまでと
は状況が異なります。

多くの企業が柔軟な働き方を推進しようと大胆な施策に踏み切り、後にそれを撤回して
きました。たとえば、2009年にはIBMが、386,000人いる従業員の40%で「会社に出社
しての勤務を廃止」したとし、すでに約1,800万平方メート以上のオフィススペースを
削減したと述べ、これによって20億ドル近くのコストが削減されると発表しました。し
かし、2017年3月に同社は、これらの従業員の多くを再度物理的なオフィスで働かせる
つもりであると考えを明らかにしたのです。 

意識の変化
再度、考えに変化が起こる可能性は否定できませんが、今回は、考慮すべき背景事情が
あります。2008年にIBMが従業員の働き方を大きく変革しようとしていたちょうどその
頃、米国では、70%の従業員は、過去に一度も在宅勤務を経験したことがありませんで
した16。現在では、勤続年数にかかわらず、新入社員もベテランも含め、多くの従業員
が柔軟な働き方を経験しており、また、その期間は拡大しています。そして、これらの
従業員の大半が、元の働き方には戻りたくないと述べているのです。 

テクノロジーの変化
考慮すべき別の大きな要素として、テクノロジーの変化も挙げられます。通信事業者
の監督業務を担う英国のOfcomが2008年に同国の通信事情を明らかにしていますが、
その情報によれば、当時の英国では、ブロードバンドの平均的な回線スピードはわず
か3.6Mbpsであったと言います。国内を横断する列車が時速約160キロで走行してい
る今の時代にスマホの回線速度がそんなにも低速であったとしたら、人々の不満が爆
発することでしょう。現在ではほぼすべての従業員が、信頼性も速度も十分に満足で
きる回線接続を、比較的容易かつ安価に在宅勤務で利用できるようになっており、快
適に仕事ができます。

一方で、ビジネスで利用するアプリケーションの内容にも変化が生じています。ERP
などのコアのビジネスシステムは今やクラウドベースが主流になっており、事実上、
どこからでも簡単に利用することが可能です。また、SlackやMicrosoft Teamsなどの
コラボレーションアプリケーションでは、さまなざま手法で、同僚やお客様とのコ
ミュニケーションに加え、コラボレーションも可能です。さらには、このような分散
した業務環境全体を管理するうえで、企業はさまざまなネットワーク管理ツールとセ
キュリティツールを利用できるようになっており、2008年の時と比べて様相が大きく
様変わりしています。

変化を促す大きな勢い
柔軟な働き方を促す勢いの背景には、新型コロナウイルスの感染拡大があります。ま
た、2008年当時とは人々の意識に大きな違いが見られます。そのときよりも人々はずっ
と敏感に気候変動を意識するようになっており、環境が受ける影響を減らそうと、多く
の人々が自身の行動を変えようとしています。サステナビリティを意識した建物の数が
増え、毎日は通勤しなくなった従業員の数も増えており、これらの動向は、CO2の排出
量削減の目標達成に大きく貢献することが予想されます。そして現在では、ワークライ
フバランスという言葉も当たり前に使われるようになりました。 

時流に逆らう動きを選択した企業が結局は正しかったとなる可能性もありますが、おそ
らくほとんどの企業はそのようなリスクを取ることは避けたいと考えているはずです。
テクノロジーを活用すれば、既存のスペースの価値を最大限に引き出すことができま
す。生産性を強化し、従業員がどこで働いている場合でもその能力を引き上げ、コラボ
レーションの効果を高めるワークプレースも構築できます。そしてこれが実現すれば、
優秀な人材を集めて維持することが可能になり、生産性もさらに向上し、イノベーショ
ンが促進され、他社を凌駕する競争力も強化されます。

俊敏性に優れた
チームや働き方
とはどのような
ものであるのか
とさまざまな企
業が改めて考え
るようになって
います。それに
伴い、今後、従
業員のエクスペ
リエンスは、柔
軟な働き方への
移行が進むつれ
て質が向上し、
ワークスペース
が刷新されるこ
とでより没入感
が増していくも
のと予想されま
す」
Gavin Patterson氏、.
社長兼最高収益責任者、
Salesforce17 
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次のステップ
チャンスを適切に掴むことができれば、ワークスペースを刷新できる可能性があります
が、リスクが存在するのも確かです。利用できる選択肢は数多くあり、自社のビジネス
に適した方法を選択するのは容易ではありません。そして、テクノロジーの実装におい
ても、また別の課題があります。テクノロジーの実装とは、複数の要素をつなぎ合わせ
たり、サービスやアカウントを構成したりするだけを意味するのではありません。統合
コミュニケーション/コラボレーションプロジェクトの多くが、文化的な側面の考慮を
怠ったために失敗しています。どんなに優れたソリューションでもユーザの賛同を得ら
れないソリューションはほぼ確実に機能していません。 

ベライゾンのエキスパートチームをぜひご活用ください。このエキスパートチームは、
お客様のニーズを評価し、お客様が目指しているビジネス上の成果達成に最適なソ
リューションを特定できます。ベライゾンは、お客様が将来にわたってビジネスを拡大
できるよう、必要なテクノロジーの導入でお客様をサポートいたします。

関連情報

「 働 き方 の 未 来 」の W e b ペ ージ に
は 、ハ イブリッド ワ ー クス タ イ ル
にワークプレースを適合させるうえ
で必要な情報を、クイックガイドか
ら詳 細 な 調 査レ ポ ートに 至るまで.
完 備 し て い ま す 。こ の ペ ー ジ
を ご 覧 に な れ ば 、必 要 な 情 報
が必ず見つかります。

ベライゾンが主催するオンデマンド
セッションにぜひご参加ください。こ
のセッションでは、仕事という概念に
生じている変化について考察します。
また、将来のデジタル環境に対応でき
るようワークプレースを刷新する方
法について、エキスパートからアド
バイスが得られます。

ワークスタイルにどのような変化が生
じているのかを考察しているレポート
です。他のお客様がどのようにこの変
化に対応しているのか、この変化がお
客様にとって何を意味するのかもご理
解いただけます。ぜひご覧ください。

ベライゾンにご相談ください。ハイブ
リッドワークスタイルに対応できる
ワークプレースを構築できるようベラ
イゾンがサポートいたします。トラン
スフォーメーションのどの段階でも、
ベライゾンがサポートいたします。
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